
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 16 回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 26 年 12 月 24 日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：福田誠治学長、阿毛久芳副学長、新保祐司副学長、重原達也事務局長、大平栄子学長補佐、清水

雅彦学長補佐、平野耕一学長補佐、寺川宏之初等教育学科長、牛山恵国文学科長、竹島達也英文

学科長、横田力社会学科長、伊香俊哉比較文化学科長、今井隆図書館長(兼)情報ｾﾝﾀｰ長、田中昌

弥教職支援ｾﾝﾀｰ長、杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、大辻千恵子国際交流ｾﾝﾀｰ長、菊地保学生課長、

谷内治彦総務課長 

■挨拶 

福田誠治学長よりあいさつ 

 

議  事 

（1）専任教員の投票について(比較文化学科(国際社会論・日本文化研究)) 

    ○担当より資料 1-1･1-2 に基づき補足説明。投票の結果、信任多数により承認。 

     

（2）新学科準備室について(継続審議) 

    〇担当より資料 2-1、2-2 に基づき説明。審議の結果、資料 2-1 の内容については再度検討し、

資料 2-2 については承認。専任教員にメールにて周知を行う。 

     

（3）平成 27 年度非常勤講師の授業担当科目の更新について(第 1 回)訂正分 

    〇担当より資料 3 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（4）平成 27 年度非常勤講師の授業担当科目の更新について(第 2 回) 

    〇担当より資料 4 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

     

（5）非常勤講師採用候補者に関する意見書(特殊事情:中村龍一/年齢事情) 

    〇担当より資料 5 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（6）講義などの休校について 

    〇担当より資料 6 に基づき説明。審議の結果、修正等で気付いた点があった場合は学長補佐へ連

絡し、再度教育研究審議会で報告する。 

 

（7）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議について(共通教育) 

    〇担当より資料 7 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（8）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議・提案について(国文学科) 

    〇担当より資料 8 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

    資料 8-2 中等教育実践演習･教育実践演習･国語教育学実践演習 
 

    資料 8-3 国語教育第一演習･国技教育第二演習･国語教育学研究 

    資料 8-4 近代文学概論 B･国文学史Ⅶ･国文学史Ⅷ 

   



（9）平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議について(大学院) 

    〇次回の教育研究審議会にて発議･提案を一緒に行うこととなった。 

 

（10）公立大学法人都留文科大学職員出向規程について 

（11）公立大学法人都留文科大学職員等の職務発明等に関する規程について 

（12）公立大学法人都留文科大学職員旧姓使用取扱要綱について 

    〇資料 10～12 は今回の教育研究審議会では提案(資料提示)までとし、次回以降の教育研究審議

会にて審議を行う。 

 

（13）オックスフォード・ブルックス大学との協定について(国際交流センター) 

    〇担当より資料 13 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

    

（14）公的研究費等の不正使用防止等に関する基本方針等について 

    〇担当より資料 14-1～14-3 に基づき説明。審議の結果、1/14 の学科会議にかけてもらい再度教

育研究審議会にて審議を行う。 

 

平成 27 年度非常勤講師の担当科目コマの発議・提案について(初等教育学科) 

    〇担当より資料 15-1～15-10 に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

    ・資料 15-2 歌唱法Ⅰ-B、音楽総合実習 

    ・資料 15-3 生活概論 A、生活概論 B 

    ・資料 15-4 社会教育教材研究 C、教材研究演習(社会)、教科教育特別演習Ⅰ 

    ・資料 15-5 自然と生命Ⅴ、基礎地学Ⅰ 

    ・資料 15-6 生活教材研究 A～D 

    ・資料 15-7 理科基礎および実験 観察ⅠA、理科基礎および実験 観察ⅠB 

    ・資料 15-8 専門演習Ⅰ（化学） 

    ・資料 15-9 教育心理学実験 B、専門演習Ⅰ(学習心理学)、専門演習Ⅱ(学習心理学)、市民と社

会Ⅹ 

    ・資料 15-10 基礎物理Ⅰ、自然と生命Ⅰ 

      

報  告 

大学評価（認証評価）結果について 

    〇担当より資料 16 について報告があった。 

 


